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＜パートナーシップ＞
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・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境
・脱炭素に伴いCO2の削減を目的としたスワップ
ボディの導入・事故の提言、業務の効率化を目的
とした最新型GPS機能付きデジタルタコグラフ及
びドライブレコーダーの導入

・2024年までに3台
・2024年までに
100％導入

・スワップボデー3台
購入し目標とおり達
成できた。・GPS機能
デジタルタコグラフ、
ドライブレコーダー
は、100％導入し達
成。

社会

経済

環境
・少子高齢化に伴い定年制度の引き上げ
・ダイバーシティマネジメントを推進し女性活躍や
障害者雇用を積極的に取り組む

・２０３０年までに７０
歳まで引き上げ
・２０２４年までに
20％雇用

・女性ドライバー2名
雇用したことで、目標
20％に対して14％
になり未達成だった。

社会

経済

環境

交通事故及び二次災害の削減
２０２４年までの２０％
減

20％減に達成社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・トラックドライバーに対して質の高い教育を行うことで交通事故の減少を図る。
・安全、安心な品質管理に関わる自動車事故対策機構などの外部研修を定期的に実施する。
・女性管理職への登用、育成、社労士と 連携し男性の育児・介護休暇制度を設ける。
・様々な業務の効率化を図るためIT・DX化し属人化を解消する。
・社員の健康寿命を伸ばし健康的に従事してもらう為に協会けんぽ、くまもと健康企業会との連携を図
る。

環境
・2024健康経営優良法人(ブライト500)認定取得し社員
の心と体と健康維持・増進をもとにステークホルダーの健
康推進に取り組んでる。

①社員の健康診断、特定保健指導
2026年100％実施継続
②ピンクリボン運動の展開・ストレス
チェックによるメンタルヘルスケア
の実施
2023年実施済→2026年継続

社会

経済

・ダイバーシティマネジメントを推進し女性活躍や障害者雇
用を積極的に取組み、年齢や性別にかかわらない誰もが
働ける職場環境を構築する。
・スワップボデイの導入やカーゴ・パレット輸送を推進する
ことで長時間労働の削減を目的として労働時間短縮の相
乗効果を図る。

①時間外労働
2023年45時間→2026年40時
間以下
②年間休日日数
2023年105日→2026年115日

社会

経済

環境
・IT・DX技術を取り入れ環境改善を推進する会社を目指
す。RPAの導入により、年間８万枚のペーパーレス化を展
開、GPS機能付きデジタルタコグラフ及びドライブレコー
ダー導入し、合わせて業務効率化を図る。

ペーパーレス化2023年　年間8万
枚→2026年　年間1万枚

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 熊本旭運輸株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

・トラック運送は、温室効果ガスの大きな排出セクターであることからコストダウンのための燃費改善の発
想から社会課題解決による持続可能な事業への意識転換を継続します。
・SDGsのターゲットを羅針盤にしてステークホルダーとのパートナーシップで、イノベーションを促進しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
自社、業界の持続可能性を探求し従業員と共にSDGs経営ビジョンの達成を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


